




センタ一計算機システムは、平成 4年 7月 13日に入札が行われ、 7月 24日の開札の







仮想計算機モニタ (AVM/EX)のもとで、汎用 OS(IBMMVSと互換)の FACOMOS 1 
V/MSPとUNIXシステムの UXP/Mの両方を運用している。
























































VP1200モデル 10上で仮想計算機システム (AVM/EX)を動作させ、汎用 OSの OS
N/MSPと世界標準の SystemV Re14.0準拠の UNIXである UXP/Mの 2つのオベ
レーティングシステム (OS)を稼働させる。
以下に、 OS別の言語プロセッサ一覧及び、応用ソフトウェア一覧を示す。
0汎用 OS(OS N /MSP)の言語プロセッサ














O UNIX OS (UXP/M)の言語プロセッサ






























































































部 屋 名 装 置 名 4ロ4 数
第 1端末室 FMR・60HE2パーソナルコンビュータ 64 
FMLBP115レーザプリンタ 13 
第 2端末室 FMR・60HE2パーソナルコンビュータ 10 
FMLBP115レーザプリンタ 2 
第 3端末室 ワークステーション S-4/IX 1 
ワークステーション S・4/EC 19 
ワークステーーションプリンタ 1 
第 1研究端末室 ワークステーション S-4/IX 1 
ワークステーション S・4/EC 3 
X端末 4 
ワークステムションプリンタ 1 




ワークステーション S・4/IX 1 
ワークステーションプリンタ 2 
第 2研究端末室 FMR-60HE2パーソナルコンビュータ 3 
FMLBP115レーザプリンタ . 1 
ワークステーション S・4/IX 2 
ワークステーション S-4/10GT 1 
ワークステーションプリンタ 1 
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